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概 要  
 

 

 当部は、村山庁舎に配置され、第 1 室（麻疹）、第 2

室（風疹）、第 3 室（ムンプス）、第 4 室（インフルエ

ンザ以外の呼吸器ウイルス感染症およびサイトカイン）

で構成される。業務は、ワクチン製剤の品質管理及び関

連する研究、当該疾患の病原・病因・予防・診断・治療

法等に関する研究、レファランス業務及び国際協力であ

る。 

 当部は、麻疹、風疹、おたふくかぜ（ムンプス）の各

ワクチン、γ-グロブリン製剤に関する国家検定、検査、

研究業務、インターフェロン製剤については収去検査を

担当している。品質管理体制に関しては、ワクチン国家

検定の SOP や標準品等の整備を行い、試験法の標準化

と精度管理に努めている。また、平成 24 年 10 月 1 日に

導入された薬事法施行規則の一部を改正する省令等に

従い、国家検定における各種品質管理の試験の実施に加

えて、ワクチン製剤の国家検定に製造・記録等要約書の

審査（SLP）を実施している。国際協調の観点からも、

国際的にも通用する品質管理体制を取っている。感染症

対策やワクチン政策に対する社会的要求が一層高まる

中で、ワクチン製剤の安全性と有効性の確保と National 

Control Laboratory としての責任を果たすために、限られ

た人員と予算の中で、国民や社会の要望に応えるために

努力を続けている。 

 研究活動では、麻疹・風疹に関しては、全国の地方衛

生研究所の協力のもとに全国的、ならびに世界保健機関

（WHO）との連携のもとに国際的実験室診断ネットワ

ーク体制の構築ならびに推進に関する研究、正確かつ実

用的な実験室診断技術の開発研究を進め、流行株の詳細

な調査によってわが国が、WHO 西太平洋地域事務局の

麻疹排除認定委員会から麻疹排除認定を受けた（平成

27 年 3 月）ことに大きく貢献した。また、臓器移植等

により免疫抑制状態にある患者へのワクチン接種の有

効性や安全性に関する研究、麻疹ワクチンウイルス株の

増殖に関する研究等を進めている。また、先端技術の応

用として、麻疹ウイルスの再生医療用ベクターとしての

応用研究、麻疹ウイルスを応用した新たなワクチン開発

に関する研究、麻疹ウイルスの細胞内病態に関する研究

を行っている。犬ジステンパーウイルス（CDV）は、麻

疹ウイルスの近縁ウイルスであり、近年、サルに致死性

のアウトブレイクを起こすことが問題になっている。そ

のため、CDV のヒトに対する危険性についての研究を

実施している。風疹に関しては、風疹の病原診断に関す

る開発研究、流行株の変遷に関する研究、弱毒生ワクチ

ンの性質決定の分子基盤を明らかにするための研究、麻

疹ワクチンと同じく臓器移植等により免疫抑制状態に

ある患者へのワクチン接種の有効性や安全性に関する

研究を行っている。さらに風疹ウイルス受容体や、風疹

ウイルスの増殖を助ける宿主因子の探索などを通じて、

風疹ウイルス増殖の詳細な細胞内分子機構の解析研究

を実施している。ムンプス（おたふく風邪）に関しては、

ムンプスウイルスの遺伝子操作手法の開発や改良に関

する研究、神経病原性の分子メカニズムに関する研究、

ムンプスウイルスの増殖に関与する宿主因子に関する

研究、新規ワクチン開発に関する研究を実施している。

また、重要なテーマとして、ムンプスワクチンの効果や

安全性を評価するための動物モデルの開発研究や、国内、

海外の流行株の解析などを通じた流行実態の解明のた

めの研究を実施している。インターフェロン・サイトカ

インに関しては、宿主側の新たな制御機構を研究すると

ともに、ウイルス側による阻害機構を明らかにするため

の研究を行い、感染症を包括的に理解し、また、新しい

生命現象の解明を通じて広く人類に貢献することを目

指している。また、免疫機構の解析を通じて、より効果

的な新たなワクチンの開発を目指している。急性呼吸器
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ウイルスに関しては、中東呼吸器症候群（MERS）コロ

ナウイルスの診断法の開発、ならびにその標準化や普及

のための活動を実施し、実際の実験室診断に役立ててい

る。また、MERS コロナウイルスや、その他のヒトコロ

ナウイルスの抗原性や増殖機構に関する研究を行って

いる。コロナウイルスの他にも、RS ウイルス、ヒトパ

ラインフルエンザウイルス、ヒトメタニューモウイルス

の増殖機構や病態解明に関する研究を行い、その知見を

もとにした抗ウイルス剤開発を目指している。特には、

呼吸器感染症ウイルスの活性化に関与する宿主プロテ

アーゼの解明を通じた、新たな抗ウイルス剤の開発のた

めの研究を実施している。 

 国際協力では、WHO 世界麻疹風疹実験室ネットワー

ク(Global Measles and Rubella Laboratory Network) の

Global Specialized Laboratory (GSL)、ならびに WHO 西

太平洋地域 の Regional Reference Laboratory (RRL)とし

て、麻疹ならびに風疹の診断や流行調査に資するための

研究を遂行し、また、ムンプスウイルスなどに関しても

周辺諸国の診断技術の向上のための研究協力を実施し

ている。また、JICA の依頼に応じてアジア、アフリカ、

中国等からの研修生に麻疹や風疹の診断に関する実習

や講義、研修等を実施している。 

 

業 績 

 

調査・研究 

 

I. 麻疹ウイルスに関する研究 

 

1. 麻疹検査診断ネットワークの構築に関する研究 

 日本が所属する WHO 西太平洋地域では、可能な限

り早い麻疹排除の達成を目指している。麻疹排除は、「質

の高いサーベイランス体制の下で、常在する麻疹ウイル

スによる麻疹の伝播が１年間以上ない状態」と定義され

ており、質の高いサーベイランス体制として、精度管理

された施設において 80%以上の麻疹疑い症例が検査診

断されている事が求められている。また、排除が近づい

た段階においては、原因ウイルスが国外に由来するのか

常在株であるのかを鑑別する事も求められている。2007

年以降、地方衛生研究所を中心とした RT-PCR 法による

麻疹遺伝子検査体制の整備を進めてきた。昨年度は麻疹

症例数の約 80%で PCR による麻疹の検査診断が実施さ

れ、麻疹ウイルスの遺伝子型解析がなされた。これらは

WHO の求めるサーベイランス体制に近づいた事を示す。

その下で日本の常在株と考えられている遺伝子型 D5 の

ウイルスは検出されておらず、また、検出されたウイル

スの大部分が遺伝子型 D9、D8、H1, B3 型であり輸入麻

疹例と考えられた。さらに民間検査センターの協力を得

て、IgM ELISA 検査の実態も調査した。これらからサー

ベイランス体制は排除を評価しうる水準にあり、その環

境ですでに３年間以上 D5 型麻疹ウイルスは検出されて

いない事を示した。定義に従えば麻疹排除を達成してい

る状態、あるいはそれに極めて近い状態であると考えら

れる。一方、病原体検出マニュアルを改訂し標準化した

real-time PCR 法を記載した、また、22 カ所の地方衛生

研究を対象に、RT-PCR 法に対する精度管理を行った。

今後も地方衛生研究所と協力し、これらの活動を通して、

高い精度を維持した検査診断体制を検討していく。［駒

瀬勝啓、染谷健二、關文緒、酒井宏治、中津祐一郎、田

原舞乃、藤井薫、竹田誠、麻疹風疹レファレンスセンタ

ー、地方衛生研究所］ 

 

2.小児臓器移植児に対する麻疹ワクチンの安全性と有

効性に関する研究 

 

 継続的な免疫抑制療法を受けている生体肝移植児が

ウイルスに罹患した場合、症状が重篤化することが懸念

されている。そのため、日本小児腎臓病学会は、臓器移

植児へのワクチンの接種を奨励している。本研究では、

弱毒生麻疹・風疹混合生ワクチンを接種した生体肝移植

児の免疫応答を解析し、ワクチンの効果を評価した。

IFN-γELISPOT 法を用いて細胞性免疫応答について解析

を行ったところ、315 検体のうち 98 検体で陽性反応が

認められた（陽性率 31.1%）。また、278 検体の液性免

疫応答を PA 法で測定したところ、216 検体で陽性反応

が認められた（陽性率 77.7%）。細胞性免疫応答の陽性
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率とワクチン接種回数の関係を統計解析した結果では、

陽性率と接種回数に関連は認められなかった。今後は、

液性反応とワクチン接種回数との関連、免疫状態と免疫

応答の関連を解析し、小児臓器移植児における麻疹含有

ワクチンの有効性を評価していく予定である。［染谷健

二、關文緒、中津祐一郎、田原舞乃、酒井宏治、藤井薫、

駒瀬勝啓、竹田誠、宮田一平、宮入烈、福田誠：国立成

育医療研究センター、斉藤昭彦：新潟大学医学部小児科］ 

 

3. 麻疹ウイルスワクチン株 AIK-C をベースとした組換

えワクチンの開発に関する研究 

 

 弱毒生ワクチンの開発が難しい感染症に対しては、既

存の生ワクチンをベースとした組換えワクチンの開発

が候補の一つとなり、その効果について多くの報告がさ

れている。本研究では、本邦で使用されている麻疹ワク

チン株、AIK-C を用いた抗 HIV 候補ワクチンの開発を

進めている。外来抗原の発現コントロールとして、

AIK-C ゲノムの H-L 遺伝子間に緑色蛍光タンパク

（EGFP）を挿入した AIK-C-EGFP を作成し、感受性細

胞に感染させたところ、麻疹ウイルス特異的な CPE と

EGFP の発現を確認できた。次に、免疫原性を強め、ま

たホ乳類細胞内で効率よく発現できるよう改変した

HIV env 遺伝子 (gp145)を H-L 遺伝子間に挿入した

AIK-C-gp145 を作成し、感受性細胞に感染させたところ、

麻疹ウイルス特異的な CPE と gp145 の発現をウエスタ

ンブロット法により確認できた。 AIK-C-EGFP 、

AIK-C-gp145 の増殖は、親株の AIK-C に比べるとそれ

ぞれ 1/2、1/10 ほど低下していた。今後は、小動物モデ

ルを用いた in vivo におけるウイルスの動態と免疫原性

を評価していく予定である。［染谷健二、關文緒、中津

祐一郎、田原舞乃、酒井宏治、藤井薫、駒瀬勝啓、竹田

誠］ 

 

4. モルビリウイルスにおける Nectin-4 分子利用能に関

する研究 

  

 麻疹ウイルス(MV)ワクチン株は初代鶏胚線維芽細胞

（CEF）に馴化しており良く増殖する。しかし CEF で

のウイルス受容体はまだ明らかでない。本研究では、胚

細胞によく発現しMV受容体として機能する nectin-4分

子が、CEF にも発現し MV 受容体として機能するか解

析を行った。CEF nectin-4 遺伝子をクローニングし、本

分 子 を 安 定 発 現 す る CHO 細 胞 を 作 製 し た

（CHO/CEFNectin-4）。次に EGFP 発現組換えウイルス

(IC323-EGFP)、ワクチン株 AIK-C の H 遺伝子に置換し

た組換えウイルス（IC323/AIKH-EGFP）、また H タン

パク質に nectin-4の利用能を減少させるアミノ酸変異を

導入した組換えウイルスを CHO/CEFNectin-4 細胞とウ

イルス受容体SLAMおよびヒトnectin-4分子を発現する

CHO 細胞（CHO/hSLAM, CHO/hNectin-4）、CEF 由来株

化 UMNSAH/DF1 細胞へ感染させ解析した。また、CEF

を用いて EGFP 発現組換えワクチン株麻疹ウイルス

（AIK-le-EGFP）の感染が抗 nectin-4 抗体により阻止さ

れるか検討した。CEF nectin-4 のアミノ酸配列をヒト

nectin-4 のアミノ酸配列と比較すると相同性は低いが、

MV H タンパク質との結合に重要とされる部位のアミ

ノ酸配列は良く保持されていた。CHO/CEFNectin-4 細胞

では IC323-EGFP および IC323/AIKH-EGFP の感染後、

CHO/hSLAM、CHO/hNectin-4 細胞より遅れて巨細胞形

成が認められた。nectin-4 分子の利用能を減少させた組

換えウイルス感染では、CHO/CEFNectin-4 での巨細胞形

成は認められず、感染効率は減少した。また、CEF への

AIK-le-EGFP 感染では抗 nectin-4 抗体により感染細胞の

減少が認められた。これらの結果から、CEF nectin-4 分

子は MV 受容体として機能することが明らかになった。

[關文緒、染谷健二、駒瀬勝啓、竹田誠] 

 

5. 麻疹ウイルスタンパク質の細胞内動態の解析 

 

 麻疹ウイルスは宿主細胞内に侵入した後、細胞質内で

ウイルスゲノム RNA および構造タンパク質の新規合成

を行う。それらのウイルス粒子構成要素が細胞膜付近で

集合することで、子孫ウイルス粒子を形成すると考えら

れるが、その詳細な機序は明らかになっていない。麻疹

ウイルスの細胞内動態をより詳細に解析するために、感
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染細胞内でのウイルスタンパク質と宿主構造体の経時

的な局在変化とウイルス粒子形成の関係性を解析した。

共焦点レーザー顕微鏡を用いた局在解析の結果、L タン

パク質を含む RNP 複合体がリサイクリングエンドソー

ムのマーカーである Rab11 と共に細胞内輸送される事

が明らかとなった。また、輸送された L タンパク質が、

その他の構造タンパク質である M および H タンパク質

と細胞膜付近で集合し、膜付近の細胞骨格と共に特徴的

な構造体を形成していることが観察された。細胞骨格を

脱重合する薬剤で処理すると、細胞表面からの子孫ウイ

ルス粒子の出芽が阻害されることから、麻疹ウイルスの

集合および出芽過程に細胞骨格が重要であることが明

らかとなった。[中津祐一郎、馬学旻、關文緒、鈴木忠

樹*、駒瀬勝啓、竹田誠：*感染病理部] 

 

6. iPS細胞作製用麻疹ウイルスベクターの開発 

 

 iPS 細胞は複数の転写因子を同時に繊維芽細胞に導入

する事で誘導される。導入方法はレトロウイルスベクタ

ーやプラスミドが用いられるが、DNA 性の因子を使う

限り、宿主ゲノムへの外来性 DNA の挿入の可能性が排

除できないことが問題となっている。そこで RNA ウイ

ルスである麻疹ウイルスを用いたベクター開発を試み

ている。以前報告したウイルスゲノムの分節化の技術、

及び F 遺伝子を欠損させる技術を用いて、１、宿主ゲノ

ムに影響しない、２、伝播能力のない、３、細胞障害性

の少ない、４、複数の外来遺伝子搭載が可能、な理想的

なベクターが開発可能であると考えている。転写因子

Oct3 の発現量を増大させる事で iPS 細胞作製に成功し

た。成功したベクターは、麻疹ウイルスを２分節化し、

一方の分節に麻疹ウイルス（N,P,M）遺伝子と転写因子

（Oct3,Sox2,l-myc）、もう一方の分節にウイルス遺伝子

（H、L）と転写因子（klf4,Pin1）と蛍光タンパク質 EFPF

を導入した組替えウイルスである。さらに麻疹ウイルス

ベクターで作製した iPS 細胞は従来の方法で作製した

細胞と比較して、より初期化段階の進んだ基底状態であ

ることが分かった。［田原舞乃、平本貴史*、谷憲三朗*、

竹田誠、*九州大学生体防御医学研究所ゲノム病態学］ 

 

II. 風疹ウイルスに関する研究 

 

1. 風疹実験室診断系の整備に関する研究 

 

 「風しんに関する特定感染症予防指針」が発効され、

日本からの風疹排除が目標として掲げられた。それに伴

い、地方衛生研究所等における風疹検査の整備がよりい

っそう求められるになった。昨年までに風疹検査の迅速

化ならびに信頼性向上のため、風疹ウイルス遺伝子検出

Real-time PCR の確立および評価をおこなってきた。そ

の結果、本法は、特異度は高いが、これまで実施されて

きたコンベンショナルRT-nested PCRよりやや感度が劣

ることが示された。そこで、運用方法によりこの問題点

を克服できないか検討した。適切な発症後の期間（発症

後５日まで）かつ適切な検体種（咽頭拭い液、尿）を用

いること、さらに同一患者から複数種の検体を採取し、

使用することで偽陰性率を下げることが出来ることが

分かった。これを踏まえ、病原体検出マニュアルに

Real-time PCR の記載を追加し、地方衛生研究所等で使

用できるよう公開した。[岡本貴世子、麻疹風疹リファ

レンスセンター、大槻紀之、坂田真史、駒瀬勝啓、竹田

誠、森嘉生] 

 

2. 風疹ウイルス遺伝子検出 RT-LAMP 法の確立に関す

る研究 

 

 RT-LAMP 法は簡便かつ迅速に RNA を検出できる方

法として感染症の診断に応用されている。我々も以前に

風疹ウイルス遺伝子検出 RT-LAMP 法を構築したもの

の、十分な感度が得られなかった。そこで今回、プライ

マーを再設計し、高感度かつ様々な遺伝子型の風疹ウイ

ルス RNA を検出できるような RT-LAMP 法の構築を目

指した。プライマーセットは風疹ウイルス間で保存性の

高いゲノム RNA の 5’末端付近に設定した。このプライ

マーセットによる感度はおよそ反応 5 コピーで、前回の

プライマーセットによるものより感度が上がり、さらに

反応時間も改善された。また Real-time RT-PCR と比較
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してもより感度が若干低い程度で、十分な性能であった。

一方で、やや非特異反応がでることが問題として挙げら

れたが、蛍光プローブで検出をおこなうことで非特異反

応が見られなくなった。今後は種々の遺伝子型ウイルス

に対する検出感度および実際の臨床材料からの検出を

試みる予定である。[森嘉生、岡本貴世子、諏訪麗子、

影山努＊、竹田誠：＊インフルエンザ研究センター] 

 

3. 小児臓器移植前後におけるワクチン接種の安全性と

有効性に関する研究 

 

 生体肝移植児に対して推奨されるワクチンスケジュ

ールおよび防御免疫能に関する研究データは殆どない。

本研究ではこのような児に対して効果的で安全なワク

チン接種を行うための基礎的データを収集することを

目的とし、風疹に対する細胞性免疫機能の評価を移植前

後の患者について評価できるように ELISPOT 法の至適

条件を整備し、移植児の検体を測定している。今年度は、

成育医療センターより送付された肝移植患者検体 15 検

体の測定を行った。結果は全て陰性であったが、陰性と

判定された検体の中には、ネガティブコントロールにお

いて比較的多数のスポットが出現したものが１検体、ポ

ジティブコントロールでほとんど反応しなかったもの

が１検体存在した。水痘および麻疹に比較して、風疹の

細胞性免疫が陽性となる検体数が著しく少ないことか

ら、既往のない小児の検体を用いて比較する必要がある

と考えられた。［岡本貴世子、竹田誠、斉藤昭彦*：*

国立成育医療研究センター］ 

 

4. 風疹ウイルス流行株の分子疫学的検討 

 

 2013年に成人男性を中心とする風疹の流行があった。

流行株の解析を行うため、E1 遺伝子内遺伝子型決定窓

領域について遺伝子配列の決定された株での系統学的

解析を、昨年度より株数を増やして行った。その結果、

2010 年から 2013 年までの風疹ウイルス株は、系統樹

上で複数の異なるクラスターに分類されることから、

異なる由来のウイルスが日本に侵入したものと考えら

れた。2012 年の流行は通常の流行と異なり、夏季に始

まり冬期でも患者数が維持され、2013 年の流行が引き

起こされている。そのため、2012 年の流行株と 2013

年の流行株は同一のものが考えられたが、詳細な解析

を行ったところ、2012 年に散発的に検出されていた株

が 2013 年の主要な流行株となっており、2012 年の流

行株は 2013 年では早期のみの検出に留まっていた。

2013 年に主流であったクラスターのウイルスは 2014

年まで継続的に検出されていた。これらの日本の株は

いずれもアジア諸国で認められるウイルスと近縁であ

り、頻繁に日本に侵入していることが示唆された。[森

嘉生、岡本貴世子、大槻紀之、坂田真史、竹田誠、全

国地方衛生研究所、感染症疫学センター]  

 

5. 風疹ウイルス受容体の探索 

 

 風疹ウイルスはガチョウや初生ニワトリの血球を凝

集させる赤血球凝集活性（HA 活性）を有し、風疹ウイ

ルスが HA 活性を示すのに赤血球上に存在するスフィ

ンゴミエリン（SM）が重要な役割を果たすことをこれ

までに明らかにしてきた。そこで SM が風疹ウイルスの

細胞への感染に関与するかを検討した。その結果ウイル

ス感染前に細胞を SM 分解酵素であるスフィンゴミエ

リナーゼ（SMase）で処理することにより風疹ウイルス

の細胞への感染が著しく抑制されることを明らかとし

た。また一回感染型の風疹ウイルス様粒子を細胞に氷上

で吸着させた後、37℃で 0,20,60 または 120 分培養し、

その後 SMase 含有培地を加え 3 日間培養して感染効率

を検討した。この結果 SMase の添加時間が遅くなるに

つれ感染抑制効果が低下することを明らかとした。これ

らのことより、細胞上の SM は風疹ウイルスの感染初期

に重要である事が考えられ，SM が風疹ウイルスの受容

体の一つであることが考えられた。[大槻紀之、坂田真

史、花田賢太郎＊、岡本貴世子、安楽正輝、竹田誠、森

嘉生：＊細胞化学部] 

 

6. 風疹ウイルスE1蛋白質上の赤血球凝集活性に関与す

る部位の解析 
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 これまでに中和活性及び HA 抑制(HI)活性のある単ク

ローナル抗体（MAb）のエピトープは E1 蛋白質のドメ

イン I あるいは II にあることが報告されてきたが、我々

の保有する HA 阻害活性および中和活性のある MAb を

用いて中和エスケープ株を作製したところ、ドメイン

III とステム領域にそれぞれ１つずつアミノ酸置換が認

められた。そこで、本研究では HA 活性における E1 タ

ンパク質ドメイン III およびステム領域の役割を昨年度

に引き続き検討した。ドメイン III およびステム領域の

推定表面アミノ酸をアラニンに置換した計 12 種類のウ

イルス様粒子を作成した。このうち、１つの変異によっ

て、培養細胞への感染性に影響がほとんど認められなか

ったものの、HA活性の著しい低下が認められた。また、

逆に HA 活性にほとんど影響が認められなかったもの

の、培養細胞への感染性が大きく低下する変異も認めら

れた。これらの結果から、ドメイン３および Stem 領域

にはウイルス感染性および HA 活性に関わる部位が存

在することが明らかとなった。また、HA 活性は培養細

胞への感染性には必須ではないことが示唆された。[安

楽正輝、大槻紀之、坂田真史、竹田誠、森嘉生] 

 

7. 風疹ウイルスエンベロープを持つシュードタイプウ

イルスの作製 

 

 風疹ウイルスの自然宿主はヒトに限定され、ウイルス

血症により全身感染を引き起こすと考えられている。し

かし、自然宿主がヒトに限定される理由や体内伝播にお

ける主要な増殖組織等については、不明な点が多い。風

疹ウイルスの細胞侵入機構を解析するために風疹ウイ

ルスのエンベロープタンパク質を持つ水疱性口内炎ウ

イルス（風疹ウイルスシュードタイプ VSV:RVpv）の作

製を試みた。風疹ウイルスのエンベロープタンパク質

（E2,E1）あるいは粒子を構成する構造タンパク質群

（C,E2,E1）を細胞へ発現させた後、単感染 G 遺伝子欠

損 VSV を感染させて RVpv（RVpv E2E1 および RV 

CE2E1）の作製を検討した。RV E2E1 と RV CE2E1、ど

ちらも感染性を示したが、RV E2E1 と比較して RV 

CE2E1 の感染性は高かった。更に、RVpv の感染が風疹

ウイルスのエンベロープタンパク質を介しているか確

認するために抗風疹ウイルス血清を用いて中和実験を

行った。その結果、RVpv が抗風疹ウイルス血清により

特異的に中和されることを確認した。以上の結果から、

風疹ウイルスのエンベロープタンパク質を持つシュー

ドタイプウイルスの作製に成功したと考えられる。[坂

田真史、谷英樹＊、大槻紀之、岡本貴世子、竹田誠、森

嘉生：*ウイルス第一部] 

 

8. 風疹ウイルスのヒト由来感受性細胞の探索 

 

 風疹ウイルスの自然宿主はヒトのみに限られる。し

かし、ヒト由来培養細胞において、効率よく風疹ウイ

ルスが増殖する細胞はほとんど明らかになっていない。

そこでヒト由来の種々の細胞株を用いて、風疹ウイル

スに対する感受性を検討した。その結果、ある組織由

来の細胞では一般的なヒト細胞株と比較して、50-100

倍高い感受性を示すことが分った。ウイルスが細胞へ

侵入する際に利用する受容体は感受性を決定する重要

な因子であることから、これまでに同定されている風

疹ウイルス受容体 MOG の発現をこれらの細胞株につ

いて検討したが、既知の受容体の発現は認められなか

った。これらのことから、これらの細胞株はヒト細胞

での風疹ウイルス増殖のモデルになる可能性があるこ

と、更にその感染は新規受容体により成立することが

示唆された。[坂田真史、安楽正輝、竹田誠、森嘉生]  

 

III. ムンプスウイルスに関する研究 

 

1. 上衣細胞特異的 miRNA の相補配列を導入した新規

ムンプスワクチン候補株の作製  

 

 現行の国産おたふくかぜ(ムンプス)ワクチンは、副反

応としてワクチン接種後の無菌性髄膜炎の問題を抱え

ている。これは高い神経親和性を有するムンプスウイル

ス(MuV)が脳上衣細胞で増殖することで、炎症が誘発さ

れるためと考えられている。そこで上衣細胞特異的に
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MuV の増殖を抑制するために、上衣細胞に高発現する

microRNA である miR449 の相補配列をゲノムに有する

組換え MuV (rOdate/miR449)を遺伝子操作系によって作

出し、その増殖能および神経病原性について解析を行っ

た。Vero 細胞における rOdate/miR449 の増殖能は親株で

ある rOdate とほぼ同等であった。一方、ラットの脳に

おける rOdate/miR449 の増殖は rOdate と比べ、著しく低

下していた。また rOdate 感染ラットの脳では観察され

た脳室脈絡叢炎が rOdate/miR449 接種群ではほとんど観

察されず、上衣細胞における抗原もわずかに検出される

のみであった。rOdate/miR449 接種群では脳室拡張を指

標とする神経病原性も減弱しており、miR449 相補配列

をゲノムに組み込む手法はより安全なおたふくかぜワ

クチンの開発に有用であると考えられた。［加藤大志、

永田典代*、竹田誠、木所稔：*感染病理部］ 

 

2. 極性上皮細胞におけるムンプスウイルスの増殖機構

の解析 

 

 ムンプスウイルス(MuV)は全身感染を起こすが、特に

上皮細胞を標的とするウイルスである。そこで上皮細胞

における MuV の増殖機構を明らかにするために、極性

化 MDCK 細胞を用いて解析を行った。MuV の細胞侵入

は Apical 面および Basolateral 面の双方から可能であっ

たのに対し、ウイルス粒子の放出はほぼ Apical 面から

に限局された。またウイルス粒子を構成するコンポーネ

ントのうち、リボ核酸タンパク質複合体(RNP)は Rab11

依存的に Apical 面へと輸送された。さらに微小管重合

阻害剤である Nocodazole 処理によって RNP の Apical

面への輸送が阻害されたことから、Rab11 および微小管

を介した RNP の Apical 輸送が極性上皮細胞にけるウイ

ルスの産生に重要であることが示された。［加藤大志、

中津祐一郎、久保田耐、竹田誠、木所稔］ 

 

3. コウモリ由来ムンプスウイルスの性状解析 

 

 近年、アフリカの食果コウモリからヒトのムンプスウ

イルス (MuV)に非常に近縁なウイルス (African bat 

mumps virus: ABMuV) が検出された。これまでに

ABMuV の分離報告はないため、遺伝子操作系を用いて、

ABMuV の膜タンパク質をもつ組換え MuV を作製し、

その性状解析を行った。MuV の膜タンパク質である F

タンパク質および HN タンパク質をそれぞれ単独また

は両方 ABMuV のものに置換したウイルスはヒト由来

細胞およびコウモリ由来細胞において親株とほぼ同等

な増殖を示した。また ABMuV の膜タンパク質を持つ組

換えウイルスは MuV ワクチン株の抗血清および健常ヒ

ト血清によって中和された。このことは現行のワクチン

によって、ABMuV が防御可能であることを示唆し、コ

ウモリ由来新興感染症のリスク評価を行う上で重要な

知見であるといえる。 

［加藤大志、久保田耐、前田健*、竹田誠、木所稔：*

山口大学共同獣医学部獣医微生物学］ 

 

4. コモンマーモセットにおけるムンプスウイルス経鼻

感染によるムンプス様感染病態の再現 

 

 新たなワクチンを開発するためには信頼性の高い動

物モデルによる基礎的な評価が不可欠である。我々は過

去の研究において、コモンマーモセットがムンプスウイ

ルス感染の優れたモデル動物であることを明らかにし

てきた。今回我々は、ワクチンの免疫原性（特に感染防

御免疫）を評価するための攻撃接種を想定して、マーモ

セットに野外強毒株である大館株を経鼻感染させ、その

後の病態を観察した。予め体温測定用の発信器を腹腔内

に挿入したマーモセット 5 頭（非免疫群 3 頭、および

Jeryl Lynn 株免疫群 2 頭）に、10^4 PFU の大館株を経鼻

接種し、体重、体温、活動性、中和抗体価、血中ウイル

ス量（BVL）を経時的に測定した。接種後 5 週目に解剖

し、中枢神経系、リンパ組織、主要臓器について、病理

学的、ウイルス学的な検索を行った。 

その結果、非免疫群 3 頭においては、野外株接種後、全

個体で体重減少が観察され、内 2 頭では接種後 2−3 週で

有意な体温上昇が観察された。体温上昇を認めなかった

１個体では接種後 4 週から、血中アミラーゼの上昇を認

めた。発熱した 2 個体の BVL は接種後 1 週目から急激
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に上昇し、以後暫減するも少なくとも 4 週まで持続した。

発熱しなかった個体では BVL 上昇が 1 週ほど遅れ、値

も 1 オーダー低かった。中和抗体価はウイルス血症の後、

数日から 1 週遅れて上昇し、全頭で約 4^6 倍の高値を示

した。一方、免疫群では発熱を含む臨床的変化は認めず、

体重も増加傾向を示した。ウイルス血症も認めず、中和

抗体価は暫減もしくは緩やかな上昇を示すのみであっ

た。 

解剖の結果では、発熱個体ではいずれも中枢神経系の組

織に髄膜炎様の変化を認め、MuV ゲノムも検出された。

一方、非免疫群で発熱の無かった１個体では膵臓と精巣

に顕著な炎症像を認め、ウイルスゲノムも検出された。

精巣においては MuV 抗原も陽性であった。経鼻感染に

よる発熱を伴う発症はムンプスの動物モデルでは始め

てである。一方、免疫群ではウイルス血症も臨床症状も

認められず、顕著な中和抗体の上昇もないことから、攻

撃感染に対して完全に耐過したと考えられる。以上の結

果から、マーモセットは、ヒトにおける MuV 感染の病

態を忠実に再現しうるだけでなく、ワクチンの有効性評

価にも利用しうることが始めて示された。 

［木所稔、加藤大志、青木なつ子、網康至＊、須崎百合

子＊、永田典代**、長谷川秀樹**、安楽正輝、竹田誠：

＊動物管理室、**感染病理部］ 

 

5. 全国的なサーベイランス網の構築と国内流行株の解

析 

 

 昨年度に引き続き全国 20 ヶ所の地方衛生研究所から

ムンプスのサーベイランス情報と検体の提供の協力を

得ることができた。その結果、27 例のムンプスウイル

スの検出情報（塩基配列、および検体に係わる患者情報）

を、感染研に提供して頂いた。 

その内の 19 例が 2014 年の分離例で、残り８例は 2013

年分離例であった。19 例中 3 例がワクチン株（ワクチ

ン接種後の副反応例）であった。ワクチン株以外の分離

例は全て遺伝子型 G であり、しかもその全てがいわゆ

る西日本型(Gw)であった。今回提供を受けた検体の内、

2 例以外は東日本地域の地衛研から提供されたもので

あることから、2014 年の流行は Gw が主流となってい

ることが推察された。 

 ［木所稔、青木なつ子、竹田 誠、庵原俊昭＊、落合 仁

＊＊ 、渡辺正博＊＊＊ 、各地方衛生研究所の研究協力者＊

＊＊＊ 

:＊国立病院機構三重病院＊＊落合小児科医院､＊＊＊すずか

こどもクリニック、＊＊＊＊秋田県健康環境センター、仙

台市衛生研究所、茨城県衛生研究所、千葉県衛生研究所、

千葉市環境保健研究所、神奈川県衛生研究所、新潟県保

健環境科学研究所、石川県保健環境センター、静岡県環

境衛生科学研究所、静岡市環境保健研究所、愛知県衛生

研究所、三重県保健環境研究所、滋賀県衛生科学センタ

ー、大阪府立公衆衛生研究所、神戸市環境保健研究所、

広島市衛生研究所、山口県環境保健センター、高知県衛

生研究所、北九州市環境局環境科学研究所、熊本県保健

環境科学研究所］ 

 

6. ムンプスワクチン株による水平感染疑い例の解析 

 

 国内で流行するムンプスウイルスの分子疫学解析を

行う過程で、野外株として分離されたウイルスの中にワ

クチン株と同一配列を持つ分離株が 5 株（星野株型 4

株、および鳥居株型１株）検出された。このうち 3 株（星

野株型 2 株、および鳥居株型１株）は患者に接種歴が無

いことから、ワクチン株による水平感染が強く疑われた。

この3株には副反応例由来株には無いL遺伝子内の変異

が検出されたため、水平感染が起こる原因を解明し、ワ

クチンの品質管理および新規ワクチン開発に資するた

め、これら 5 株の分離ウイルスについて、その病原性を

新生ラット感染モデル系で解析すると共に、元のワクチ

ンウイルス中に水平感染ウイルスと同じ変異を持つポ

ピュレーションが含まれているかどうかを、NGS によ

るディープシーケンシングによって解析した。 

新生ラットでの中枢神経病原性については、 

星野株由来株では、いずれの株においても比較的脳室拡

張の程度が大きかったが、ばらつきが大きく、水平感染

例株と副反応例由来株、およびワクチン株間で比較して

も、統計学的有意差は認められなかった。 
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一方、鳥居株ではワクチン株に比べて水平感染例株の

NVTscore は有意に大きくなっていた(p =0.02)。 

NGS を用いたワクチンのバリアント解析の結果、水平

感染例株と同じ変異は検出されなかった。しかし、RNA 

sequencingによる解析では coverageが低いために低頻度

のバリアントは検出できず、また増幅した cDNA による

Replicon sequencing では高い coverage は得られたものの、

RNA sequencing との結果に齟齬が認められることから、

前提となる解析方法の更なる検討が必要であることが

明らかとなった。従って、今回の結果だけでは、ワクチ

ン中に水平感染例株と同じ変異が含まれるかどうかは

判断できないと考えられる。しかし、含まれていたとし

ても、その含量は極めて低いことが予想される。また、

通常の副反応例５例を解析した結果からは、L 遺伝子内

の変異が検出されないことからも、水平感染ウイルス特

有の変異は接種後に獲得した可能性が示唆され、またそ

の頻度も低いことが予想される。今後は、水平感染ウイ

ルスが由来したと想定されるワクチン原液そのものを

解析することにより、水平感染が発生するメカニズムを

解明する予定である。 

［木所稔、青木なつ子、加藤大志、竹田 誠、渡辺正博

＊、落合 仁＊＊ 、庵原俊昭＊＊＊  

:＊すずかこどもクリニック＊＊落合小児科医院､＊＊

＊国立病院機構三重病院］ 

 

IV. 急性呼吸器ウイルス感染症に関する研究 

 

１．中東呼吸器症候群コロナウイルス(MERS-CoV)の

RT-LAMP 法による検査法の開発 

 

 2012 年に発生した中東呼吸器症候群コロナウイルス

(MERS-CoV)による重症肺炎は現在も中東を中心として

流行が続いている。現在 MERS-CoV の診断は、主にリ

アルタイム RT-PCR による遺伝子検出によって行われ

ている。MERS-CoV の発生後、直ちに Corman らによっ

て TaqMan プローブを用いた MERS-CoV 検出法が報告

され、中でも E 蛋白質上流(upE)および ORF1a 遺伝子を

標的とする 2 つのアッセイが、世界で主に利用されてい

る。しかし 2013 年 7 月 3 日に世界保健機構(WHO)から

発表された MERS-CoV の症例定義では、陽性とするた

めには少なくとも 2 種の異なる遺伝子ターゲットによ

って検出されることが必要とされている。従って、

MERS-CoV の診断効率を上げるためには、上記の 2 種

の TaqMan アッセイ以外に多くの遺伝子検出法を開発

することが有用と考えられる。そこで本研究では、日本

国内で広く利用されている RT-LAMP 法を利用した

MERS-CoV 検出法の開発を行った。MERS-CoV EMC 株

(JX869059)の配列を基に Primer Explorer V4 を用いてプ

ライマー設計を行った。RT-LAMP 法の 6 つのプライマ

ーは、ウイルスの Nucleocapsid (N) protein の保存領域に

設 定 さ れ た 。 RT-LAMP 反 応 は Loopamp RNA 

Amplification Kit および濁度計(LA-320C)を用いて行っ

た。今回開発した RT-LAMP 法は、MERS-CoV ウイルス

RNA を 3.4 コピーまで検出することが可能であり、検出

感度は既報の TaqMan アッセイと同程度であった。また

インフルエンザやヒト RS ウイルスなど他のヒト呼吸器

ウイルスとの交差反応は見られなかった。従って本法は

MERS-CoV の遺伝子診断法として有用であると考えら

れ、upE および ORF1a 領域を標的とする TaqMan アッ

セイに本法を加えることで、MERS-CoV の遺伝子診断

の確実化に貢献すると考えられる。 [白戸憲也、松山州

徳] 

 

２．中東呼吸器症候群(MERS)コロナウイルスの細胞侵

入機構について 

 

 MERS コロナウイルス(MERS-CoV)及びヒトコロナウ

イルス２２９E（HCoV-229E）は細胞侵入するとき、細

胞のプロテアーゼを利用する。プロテアーゼの種類によ

って２つの経路を通ることが解っているが、１つ目は細

胞外のプロテアーゼを利用してスパイク蛋白を活性化

し細胞表面から侵入するものであり、２つ目はエンドソ

ームに取り込まれた後に、カテプシン L により活性化さ

れエンドソームから侵入するものである。我々は上記２

種ウイルスについて、臨床検体から分離されたウイルス

は、培養細胞での継代を重ねたウイルスと較べてカテプ
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シン利用効率が著しく低いことを見出した。この理由に

ついて、コロナウイルスがエンドソームを介して侵入し

た場合、サイトカインが誘導され、抗ウイルス効果が発

揮されるため、ウイルスはエンドソームを避けるように

進化したと考え、証明を試みている。[白戸憲也、川瀬

みゆき、松山州徳] 

 

３．国内ヒトコブラクダの MERS コロナウイルス検査 

 

 日本国内に棲息するヒトコブラクダが、MERS コロナ

ウイルスを保持していないことを確認するための検査

をおこなった。日本動物園水族館協会に所属する全国の

動物園と鳥取砂丘のヒトコブラクダから検体を入手し、

検査をおこなった。１８頭から採取した鼻腔ぬぐい液と

糞便にウイルス遺伝子は検出されず、５頭から採取され

た血清中にもウイルスに対する抗体は見つからなかっ

た。日本国内のヒトコブラクダの個体数は３０頭程度で

あり、本検査はそれぞれが小さい集団で飼育されている

ため、ウイルスが伝播する可能性は極めて低いと考えら

れる。過去５年間にラクダの輸入実績は無く、

MERS-CoV が国内ラクダの中で維持されているとは考

え難い。つまり、日本のヒトコブラクダに MERS コロ

ナウイルスが蔓延していないと考えられる。[白戸憲也、

川瀬みゆき、松山州徳] 

 

4. II 型膜貫通型セリンプロテアーゼ TMPRSS2 は、B 型

インフルエンザウイルスのマウス生体内での増殖に必

須ではない 

 

我々は、マウス生体内での季節性 A 型インフルエン

ザウイルスの増殖に宿主プロテアーゼである TMPRSS2

が必須であることを証明した（Sakai et al. 2014. J. Virol.）。

A 型インフルエンザウイルスと同じオルソミクロウイ

ルス科に属する B 型インフルエンザウイルスのマウス

生体内における TMPRSS2 の影響を解析した。TMPRSS2

遺伝子をノックアウトしたマウス（TMPRSS2 KO マウ

ス）と TMPRSS2 遺伝子を発現している通常の野生型マ

ウス（WT マウス）に B 型インフルエンザウイルス 4 株

（マウス馴化株 1 株とヒト臨床分離株 3 株）をそれぞれ

経鼻感染させ、ウイルス学的・病理学的解析を実施した。

KO マウスと WT マウスで比較した場合、臨床症状、体

重減少及び致死率には有意な差は認められなかった。ま

た、KO マウス及び WT マウスの感染肺のウイルス力価

及び病理学的解析において顕著な差は認められなかっ

た。したがって、季節性 A 型インフルエンザウイルス

とは異なり、B 型インフルエンザウイルスの病原性の発

現にTMPRSS2は必須でないことが明らかとなった。［酒

井宏治、網康至*、安楽正輝、中島典子**、駒瀬勝啓、長

谷川秀樹**、高下恵美***、浅沼秀樹***、小田切孝人***、

田代眞人***、竹田誠：*動物管理室、**感染病理部、***

インフルエンザウイルス研究センター］ 

 

5. II 型膜貫通型セリンプロテアーゼ TMPRSS2 は、セン

ダイウイルスの病原性決定因子のひとつである 

 

パラミクソウイルス科のウイルス増殖や病原性の発

現への TMPRSS2 の関与の有無を、マウス感染モデルと

して有用なセンダイウイルス（SeV）を用いて調べた。

WTマウスの50％致死量の5倍のウイルス量を用いた攻

撃後、TMPRSS2 KO マウスでは致死や顕著な体重減少

は認められなかった。WT マウスと異なり、KO マウス

の感染肺のウイルス力価及び病理学的解析において、効

率的なウイルス増殖や抗原の伝播が認められなかった。

以上より、TMPRSS2 は SeV（fushimi 株）のマウス体内

での病原性発現に大きく関与していることが示された。

今後は、他の分離株を用いて、センダイウイルス全般に

おいて、TMPRSS2 が病原性因子であるかどうかを明ら

かにしたい。［酒井宏治、網康至*、安楽正輝、中島典

子**、駒瀬勝啓、長谷川秀樹**、田代眞人***、竹田誠：*

動物管理室、**感染病理部、***インフルエンザウイルス

研究センター］ 

 

6. H3N2 亜型インフルエンザウイルスの HA タンパク質

糖鎖欠失による TMPRSS2 非依存的なウイルス増殖 

 

インフルエンザウイルスは、宿主プロテアーゼによる
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HA タンパク質の開裂により、感染力を獲得する。呼吸

器上皮細胞に発現する II 型膜貫通型セリンプロテアー

ゼ TMPRSS2 の遺伝子発現をノックアウトしたマウス

（tmprss2KOマウス）を用いて、TMPRSS2 が HA 開裂部

位に mono-basic なアミノ酸配列を持つ IAV のマウス肺

内でのウイルスの開裂・活性化、それに続く増殖・病原

性発現を規定する宿主因子であることが明らかとなっ

ている(Sakai et al. J Virol 2014; Hatesuer et al. PLoS 

Pathog 2013; Tarnow et al. J Virol 2014）。しかし、我々や

Hatesuer らのグループと異なり、Tarnow らのグループ

では、H3N2 の開裂に TMPRSS2 は必須な宿主因子では

なかった。これら事象は、用いたウイルス株の差と考え

られるが、詳細は不明であった。本発表では、TMPRSS2

非依存的 H3N2 の分子基盤の解明を試みた。Hatesuer や

Tarnow らの用いたウイルス株の配列情報は不明のため、

我々の用いた TMPRSSS2 依存性の MA-GZX 株（親株、

以下 H3WT）を用いて、tmprss2KOマウス肺で連続継代を

行った。H3WT感染では tmprss2KOマウスに致死性はなか

ったが、連続継代後、tmprss2KO マウスに致死的な馴化

ウイルス（H3p10）が得られた。全長配列の比較解析か

ら、H3p10 は HA 遺伝子のアミノ酸変異 N8K（H3 

numbering）による、 HA stalk 領域における糖鎖欠失に

よって、TMPRSS2 以外のプロテアーゼによる HA 開裂

部位へのアクセスが可能となり、H3p10 が tmprss2KO マ

ウスにおいて病原性を獲得したと考えられた。今後、

H3p10 がどのようなプロテアーゼを利用できるようにな

ったのか解明を試みたい。［酒井宏治、網康至*、関塚

剛史**、安楽正輝、中島典子***、駒瀬勝啓、長谷川秀樹

***、黒田誠**、田代眞人****、竹田誠：*動物管理室、**

病原体ゲノム解析研究センター、***感染病理部、****イ

ンフルエンザウイルス研究センター］ 

 

サーベイランス業務 

 

1. 平成 26 年度感染症流行予測調査における風疹感受

性調査のため、標準血清（HI 抗体陽性血清並びに陰

性血清）を用意し、感染症情報センターを通じて配

布した。また、平成 24 年度に得られた成績をまとめ

報告した。［大槻紀之、感染症情報センター、森嘉

生］ 

 

品質管理に関する業務 

 

1. 麻しんワクチン中間段階 3 ロット、風しんワクチン

中間段階 2 ロット、おたふくかぜワクチン中間段階

0 ロット、乾燥弱毒生麻しんワクチン小分け製品 5

ロット、乾燥弱毒生風しんワクチン小分け製品 2 ロ

ット、乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン 19 ロッ

ト、乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン小分け製品 15

ロットの検定を行った［染谷健二、關文緒、酒井宏

治、中津祐一郎、田原舞乃、駒瀬勝啓、大槻紀之、

岡本貴世子、坂田真史、森嘉生、久保田耐、木所稔、

加藤大志、竹田誠］  

2. 人免疫グロブリン製剤 194 ロットの検定（麻疹抗体

測定試験）を行った。［關文緒、酒井宏治、駒瀬勝

啓、竹田誠］ 

3. インターフェロン製剤 2 ロット(recβ-1b 1 ロット、

天然型β 1 ロット)の収去検査を行った。［白戸憲

也、松山州徳］ 

4. 薬食機発 0304 第 1 号通知に基づき、抗風疹抗体パネ

ルの整備を行った。所内ボランティアを募り、昨年

度および今年度で合わせて新規抗風疹抗体パネル候

補（ヒト血清約 120 検体）を収集した。今後、抗風

疹抗体（IgG または全抗体種）測定用の体外診断用

医薬品による値付けを行い、パネルを追加整備する

予定である。[岡本貴世子、大槻紀之、坂田真史、竹

田誠、森嘉生] 

 

レファレンス業務 

1. 麻疹の行政検査 2 件を実施した［染谷健二、關文緒、

酒井宏治、中津祐一郎、田原舞乃、藤井薫、駒瀬勝

啓］ 

2. 2 ヵ所の地方衛生研究所に Vero/hSLAM 細胞を配布

した。［關文緒、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

3. 麻疹病原体検出マニュアルを改訂した ［中津祐一郎、

染谷健二、關文緒、田原舞乃、酒井宏治、藤井薫、
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駒瀬勝啓］ 

4. 第 35 回衛生微生物技術協議会においてレファレン

スセンター関連会議を行い、レファレンスセンター

等報告を行った。［駒瀬勝啓、森嘉生］2014 年 6 月

26-27 日 

5. 風疹に関する行政検査 2 件を実施した。［大槻紀之、

岡本貴世子、坂田真史、森嘉生］ 

6. 風疹ウイルス遺伝子検査に用いる陽性対照RNAを1

カ所の地方衛生研究所に配布した。［大槻紀之、岡

本貴世子、坂田真史、森嘉生］ 

7. 病原体検出マニュアル・風疹（第三版）および病原

体検出マニュアル・先天性風疹症候群（第三版）の

改訂を行い、公開した。［森嘉生、大槻紀之、岡本

貴世子、坂田真史、竹田誠、安井善宏＊、皆川洋子＊、

倉田貴子＊＊、上林大起＊＊、加瀬哲男＊＊、＊愛知県

衛生研究所、＊＊大阪府公衆衛生研究所］ 

8. ムンプスの依頼検査 1 件を実施した。［加藤大志、

木所稔］ 

9. ムンプスサーベイランス充実のため｢病原体検出マ

ニュアル｣を全面的に改訂した。［木所稔］ 

 

国際協力業務 

1. The 8th Korea-Japan-China Forum for Communicable 

Disease Control and Prevenion（第 8 回日中韓感染症

制御フォーラム）（2014 年 11 月 26 日、韓国済州

島）に参加。[竹田誠] 

2. 6th Meeting of the SAGE Working Group on Measles 

and Rubella （2014 年 9 月 12-13 日、米国、ワシン

トン DC）に参加。[竹田誠] 

3. 5th Meeting of the SAGE Working Group on Measles 

and Rubella （2014 年 4 月 4-5 日、ジュネーブ、ス

イス）に参加。[竹田誠] 

4. 12th Global measles and rubella laboratory network 

meeting（2014 年 9 月 22〜24 日：トルコ、イスタン

ブール）に参加し、日本の麻疹ウイルス、風疹ウイ

ルスの分子疫学、CRS サーベイランスについての

発表を行うとともに、診断法、検体輸送法、精度管

理等に関して議論した。［駒瀬勝啓、森嘉生、竹田

誠］ 

5. JICA の依頼でベトナムハノイの NIHE を訪問し、

麻疹のアウトブレイクの原因調査を行った。［駒瀬

勝啓］(2014 年 6 月 18 日〜25 日) 

6. 第 10 回日本台湾感染症シンポジウム（2013 年 9 月

12-13 日）に参加し、日本の風疹の現状及び分子疫

学について発表を行うとともに台湾の風疹の状況

について情報収集した。［森嘉生］ 

7. 第７回日中韓感染症シンポジウム（2013 年 11 月

24-25 日、北京、中国）に参加し、日本の風疹の現

状及び分子疫学について発表を行うとともに各国

の感染症の状況について議論した。［森嘉生］ 

8. 韓国 KCDC の Dr. Kisoon と Dr. Kang から 2011 年に

韓国国内で流行した遺伝子型 H ムンプスウイルス

の塩基配列情報の提供を受け、東アジア地域におけ

るムンプスウイルスの流行状況を解析すると共に、

2 名が来所した際には韓国における MMR ワクチン

の接種状況とムンプスウイルスの流行状況につい

て情報交換を行った。（2013 年 12 月）［木所 稔、

加藤大志］ 

9. モンゴル国 NCCD の Dr.Tuul から FTA カードによ

るムンプスウイルス分離株の提供を受け、それらの

系統解析を行うと共に、ラボ診断に必要な消耗品を

NCCD に提供した。（2014 年 1 月）［木所 稔、

青木なつ子］ 

 

研修業務 

1. FETP コースの講義「ウイルス性疾患、麻疹、MERS

など」を行った。[竹田誠] 2014 年 4 月 15 日  

2. 「平成 26 年度医師卒後研修」において、「麻疹、

風疹等について」の講義を行った。［駒瀬勝啓、森

嘉生］2013 年 10 月 23 日 

3. WHO の依頼によるマレーシア国研修生に「麻疹と

麻疹ワクチン」に関する講義を行った。 

4. JICA「ポリオを含むワクチン予防可能疾患の世界的

制御のための実験室診断技術」コースにおいて、ア

ジア、アフリカ、中東等の研修生 8 名に麻疹抗体測

定法、PCR 法の実習を行った。［染谷健二、關文
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緒、酒井宏治、中津祐一郎、田原舞乃、藤井薫、駒

瀬勝啓］2015 年 1 月-2 月 

5. JICA 集団研修「ポリオ及び風疹を含むワクチン予

防可能疾患の世界的制御のための実験室診断技術」

コースにおいて、アジア、中東、アフリカ諸国の研

修生 8 名に風疹検出 RT-PCR 法、風疹ウイルス分離

同定の実習を行った。［大槻紀之、岡本貴世子、坂

田真史、森嘉生］2015 年 1-2 月 

6. JICA 国際研修「ワクチン品質・安全性確保のため

の行政機能強化」コースにおいて麻疹ワクチンに関

する講義を行った。［駒瀬勝啓］2015 年 2 月 3 日 

7. 平成 26 年度 検定・検査教育講習会 第新規者向

け講習会で「ウイルス製剤の検定」について講義を

おこなった。［駒瀬勝啓］2014 年 5 月 20 日 

8. マレーシア国保健省からの依頼に応じ、２名の研修

生に対し、風疹ワクチン国家検定に関する講義を行

った（2014 年 10 月 22 日）[森嘉生] 

9. JICA 集団研修「ワクチン品質・安全性確保のため

の国家検定機関強化（WHO との連携案件）」研修

において、風疹ワクチンの国家検定に関する講義を

行った（2015 年 2 月 4 日）[森嘉生] 

10. MERS コロナウイルス検査, H26 感染症検査技術研

修会, 2014 年 6 月 30 日 [白戸憲也，松山州徳] 
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